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秋田県　井川町　IKAWA TOWNS

広 報
「卒園おめでとう」「卒園おめでとう」

今年センターを巣立つのは 54今年センターを巣立つのは 54

名の子どもたち。園長先生か名の子どもたち。園長先生か

ら卒園証書を受けとって、ら卒園証書を受けとって、

大きな声で大きな声で

「ありがとうございます」「ありがとうございます」



    
    

平
成
平
成
2222
年
度
年
度

　　

  
井
川
町

井
川
町
のの
当
初
予
算

当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

― 
中
学
校
建
設
に
着
手　

一
般
会
計
当
初
予
算 

30
億
１
、５
０
０
万
円
（
前
年
度
比
17
・
７
㌫
増
） 

―

町
政
運
営
の
基
本
方
針
よ
り

町民一人あたりの一般会計予算額
53万 4,290円

（H22年 3月 1日現在人口　5,643 人）

町町

■平成22年度一般会計予算の構成

介護認定事業特別会計
3,466万円（前年度比4.4㌫増）

介護保険制度の要介護認定業務を行なう
ための経費を支出します

国民健康保険井川町診療所特別会計
1億3,000万円（前年度比6.0㌫減）
診療所の診療および施設の維持・管理に
要する経費を支出します

特別会計・企業会計予算特別会計・企業会計予算
井川町には一般会計の他に９つの特別会
計と、水道事業を運営する企業会計があ
ります。

介護サービス事業特別会計
2億8,620万円（前年度比2.6㌫減）

施設 ･ 在宅、デイサービス等の介護サー
ビス委託料等を支出します

介護保険事業特別会計
5億7,920万円（前年度比11.8㌫増）

介護保険制度に係る経費を支出します

国民健康保険事業特別会計
5億9,820万円（前年度比3.2㌫減）
農家や自営業、退職された方の医療費を
国と加入者で負担し合います

町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
展
開

地方交付税地方交付税
14億4,900万円14億4,900万円
(48.1％)(48.1％)

町債町債
4億5,341万円4億5,341万円
(15.0％)(15.0％)

地方消費税交付金
4,800万円(1.6％)

その他の交付金
1,445万円（0.5％）

町税町税
4億1,925万円4億1,925万円
(13.9％)(13.9％)

使用料及び手数料 7,161万円(2.4％)
諸収入 6,285万円(2.1％)
繰入金 2,247万円(0.7％)
分担金及び負担金 1,473万円（0.5％）
財産収入 428万円（0.1％）
寄付金 130万円（0.1％）

民生費民生費
6億3,752万円6億3,752万円
(21,1％)(21,1％)

公債費公債費
4億3,709万円4億3,709万円
(14.5％)(14.5％)

総務費総務費
3億8,367万円3億8,367万円
(12.7％)(12.7％)

農林水産費農林水産費
1億3,207万(4.4％)1億3,207万(4.4％)

商工費 319万円(0.1％)
労働費 3,225万円(1.1％)
議会費 5,617万円(1.9％)

その他 530万円（0.2％）

歳　入
30億1,500万円30億1,500万円

歳　出
30億1,500万円30億1,500万円

○目的別歳出の内訳

○歳入の内訳

土木費土木費
2億7,355万円2億7,355万円
(9.1％)(9.1％)

消防費消防費
1億3,171万(4.4％)1億3,171万(4.4％)

教育費教育費
7億4,613万円7億4,613万円
(24,7％)(24,7％)

地方譲与税
3,600万円(1.2％)

衛生費衛生費
1億7,635万円1億7,635万円
(5.8％)(5.8％)

自主財源

依存財源

県支出金県支出金
1億6,638万円1億6,638万円
（5.5％）（5.5％）

国庫支出金国庫支出金
2億5,127万円2億5,127万円
（8.3％）（8.3％）
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人
人 すこやかに生きがい育む まちづくり

▽循環器健診・各種検診等健康づくり事業 ･･ 3,100 万円

▽介護予防・包括的支援事業･･････････ 1,500 万円

▽インフルエンザ予防接種補助（繰越含） ･････ 290 万円
　（幼児～中学生、65歳以上の方に一部補助）

水

緑
心

心 豊かに個性あふれる 人づくり

▽中学校建設事業･･･････････････････ 58,400 万円

▽中学校グラウンド拡張整備事業･･････ 3,100 万円

▽放課後校外活動施設補修事業･･････････ 220 万円
　（児童館、運動広場、球場フェンス補修）

▽農村環境改善センター改修（繰越） ････ 1,600 万円

緑 さわやかに発展培う まちづくり

▽出荷奨励補助金 ･･････････････････････ 500 万円

▽振興作物補助金･･････････････････････ 100 万円

▽経営体育成基盤整備事業･･････････････ 420 万円

▽中山間地域直接支払事業･･････････････ 400 万円

▽耕作放棄地再生利用事業･･････････････ 100 万円

▽松くい虫防除対策事業････････････････ 320 万円

▽林道開設事業････････････････････････ 180 万円

■過去１０年の当初予算額の推移

水道事業会計
収益的支出　1億 2,347万円

（前年度比2.1㌫減）

資本的支出　　　 5,284万円
（前年度比26.9㌫減）

安心して飲める水を供給するための経費
を支出します

下水道事業特別会計
2億6,170万円（前年度比0.4㌫増）
下水道施設を維持・管理するための経費
を支出します

老人保健特別会計
20万円（前年度比75.0㌫減）

後期高齢者医療制度への移行に伴う精算
見込み額等を支出します

農業集落排水事業特別会計
5,890万円（前年度比3.0㌫減）

農業集落排水施設を維持・管理するため
の経費を支出します

後期高齢者医療特別会計
4,530万円（前年度比1.8㌫増）

後期高齢者医療制度を運営する広域連合
への納付金等を支出します

■まちづくり基本構想に基づく主な取り組み

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

保
育
園
全
園
児
の
保
育
料
が
軽
減

エ
コ
運
動
の
推
進

中
学
校
建
設
に
つ
い
て

光
回
線
の
整
備

水 清らかに住みよくやすらぐ まちづくり
▽公共施設省エネ・グリーン化事業 ･････ 1,600 万円

　（国花苑ソーラー照明、定住センター照明 LED化）

▽水洗化に伴うリフォーム補助 ･････････････500 万円

▽道路・橋梁等整備事業 ････････････････ 9,370 万円
　（坂本新間線・上村２号線・海老沢３号線等）

▽公共下水道管渠築造工事 ･････････････ 4,600 万円

▽地域情報化推進事業（21年度繰越含） ･････74,400 万円
　（有線放送更新・光回線整備）
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①
農
業
・
農
政
に
つ
い
て

平
成
22
年
産
米
の
生
産
調
整
関
連
に
つ

い
て
は
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
本
町
の
生
産

目
標
数
量
は
４
、１
７
９
㌧
で
、
前
年
と

比
較
し
て
１
０
６
㌧
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。
去
る
１
月
25
日
に
は
、
井
川
町
水

田
農
業
推
進
協
議
会
を
開
催
し
、
基
準
反

収
５
７
３
㎏
と
定
め
水
田
面
積
に
よ
り
一

律
配
分
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
作
付
目
標
面
積
を
７
２
９
・
３

㌶
と
し
、
生
産
方
針
作
成
者
で
あ
る
Ｊ
Ａ

あ
き
た
湖
東
に
情
報
提
供
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
で
は
２
月
10
日
付

で
各
農
家
に
生
産
数
量
目
標
等
の
配
分
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
か
ら
新
に
始
ま
る
米
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
、
こ
の

制
度
は
、
生
産
数
量
目
標
に
即
し
た
生

産
を
行
っ
た
販
売
農
家
に
、
米
の
作
付

面
積
に
応
じ
て
所
得
補
償
を
国
か
ら
直

接
払
い
に
す
る
制
度
で
、
10
㌃
当
た
り

１
万
５
、０
０
０
円
を
支
払
う
定
額
部
分

と
、
米
の
販
売
価
格
の
下
落
に
対
応
す
る

変
動
部
分
の
２
段
階
の
構
成
で
す
。ま
た
、

水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
に
関
し
て

は
、
転
作
部
分
に
国
の
決
め
た
作
物
を
出

荷
を
前
提
に
作
付
す
る
と
、
国
か
ら
直
接

交
付
金
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
、
作
物
及

び
単
価
に
つ
い
て
は
ま
だ
確
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
３
月
中
旬
に
は
決
定
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
両
制
度
に
関

し
て
の
説
明
会
を
、

去
る
２
月
３
日
に
生

産
組
合
長
を
対
象
に

実
施
す
る
と
と
も
に

要
望
の
あ
っ
た
集
落

に
は
現
在
の
状
況
を
説
明
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時

点
で
町
と
し
て
の
施
策
も
含
め
て
、
集
落

座
談
会
等
を
通
じ
て
制
度
の
周
知
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

中
山
間
地
の
未
利
用
地
へ
の
転
作
作
物

と
し
て
19
年
度
よ
り
作
付
振
興
を
し
て
い

る
カ
ボ
チ
ャ
の
栽
培
に
つ
い
て
は
、
今
年

の
作
付
面
積
は
前
年
並
み
の
２
・
５
㌶
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
新
し
い
品
種
へ
の
取

り
組
み
、
出
荷
時
期
を
考
慮
し
た
植
え
付

け
時
期
の
調
整
、
土
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

等
を
考
慮
し
、
店
頭
販
売
用
の
出
荷
を
見

据
え
た
栽
培
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
本

年
の
生
出
荷
目
標
数
量
を
５
・
０
㌧
と
し

て
作
付
計
画
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

加
工
用
の
出
荷
に
つ
い
て
、
乾
燥
チ
ッ
プ

で
１
・
５
㌧(

生
換
算
で
12
㌧)

を
予
定

し
、
加
工
業
者
、
販
売
先
と
数
量
、
単
価

等
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
20
年
度
よ
り
作
付
振
興
を
し
て
い

る
加
工
用
ト
マ
ト
の
栽
培
で
は
、
今
年
の

作
付
面
積
は
前
年
並
み
の
０
・
９
㌶
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
増
収
を
図
る
た

め
作
付
時
期
を
早
め
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
出
荷
目
標
数
量
を
40
㌧
と
し
て
作
付

計
画
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
上
井
河
地
区
圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

県
営
上
井
河
地
区
圃
場
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
度
事
業
採
択
に
向
け

て
、
国
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
県
の
公
共
事
業

選
定
会
議
を
経
て
、
現
在
事
業
採
択
申
請

中
で
す
。
受
益
面
積
47
・
４
㌶
、
総
事
業

費
９
億
８
０
０
万
円
を
予
定
し
、
22
年
度

事
業
着
工
、
27
年
度
完
了
予
定
と
し
て
い

ま
す
。
本
地
域
は
山
村
振
興
指
定
地
域
に

あ
る
た
め
、
国
庫
補
助
率
が
一
般
の
地
域

よ
り
高
い
55
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

県
補
助
率
は
27
・
５
％
に
農
地
集
積
率
に

応
じ
て
最
大
５
％
の
嵩
高
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
の
土
地
改
良
事
業
の
予
算
削

減
に
よ
り
流
動
的
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、

県
で
は
新
規
採
択
予
定
地
区
の
全
地
区
に

対
し
実
施
設
計
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

③
湖
東
総
合
病
院
の
諸
問
題
に
つ
い
て

は
じ
め
に
、昨
年
末
か
ら
町
内
会
長
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
に
よ
る
「
医
師
確
保
と
移
転
改
築
に

係
る
署
名
運
動
」
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

多
数
の
町
民
の
皆
様
や
賛
同
し
て
い
た
だ

い
た
多
く
の
皆
様
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

本
町
の
署
名
者
数
は
、
５
、１
２
６
名

（
全
署
名
者
数
２
万
７
、３
６
７
人
）
で
、

去
る
２
月
４
日
、
４
町
村
の
住
民
代
表
や

署
名
活
動
を
展
開
し
た
団
体
の
代
表
者
、

町
村
長
が
知
事
並
び
に
県
厚
生
農
業
協
同

組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
を
訪
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
等
の
署
名
簿
を
手
渡
し

行
政
報
告
要
旨

３
月
定
例
議
会
が
３
月
４
日
か
ら
12
日

ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会

議
で
は
町
長
の
行
政
報
告
に
続
き
、
４
議

員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
町

か
ら
上
程
さ
れ
た
平
成
22
年
度
当
初
予
算

な
ど
31
案
件
が
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同

意
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

行
政
報
告
の
要
旨
、
可
決
さ
れ
た
主
な

議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議会
３月定例会

議会
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ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
、
小
玉
町
内
会
長

会
会
長
が
署
名
し
た
皆
様
の
熱
意
を
直
接

に
伝
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
事
態
は
予
想
以
上
に
深
刻
な

状
況
で
、
先
頃
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
は
、
４
月
に
は
現
有
体
制
よ
り
さ
ら
に

２
名
の
医
師
が
退
職
し
、
14
名
体
制
と
な

る
こ
と
や
夜
間
、
土
日
、
祝
祭
日
の
救
急

患
者
の
受
け
入
れ
を
休
止
す
る
と
と
も
に

病
床
数
の
縮
減
が
検
討
さ
れ
て
い
る
模
様

で
す
。
ま
た
、
年
内
に
は
、
秋
田
大
学
側

か
ら
数
人
の
医
師
の
引
き
上
げ
の
通
告
を

受
け
て
お
り
、
大
学
か
ら
の
理
解
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
診
療
体
制
の
縮
小

が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
学
側
と
し
て
は
、
①
医
師
が
不
足
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
直
ち
に
医
師
の

引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
は
し
な
い
。
②
病

院
の
規
模
、
機
能
に
つ
い
て
９
月
頃
ま
で

結
論
を
出
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
医
師
不

足
の
現
状
か
ら
総
合
病
院
は
困
難
で
、
必

要
な
診
療
行
為
は
、
住
民
の
安
全
面
か
ら

完
結
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
。
③
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
図

れ
な
い
病
院
に
医
師
を
派
遣
で
き
な
い
実

情
も
考
慮
し
て
ほ
し
い
等
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
病
院
を
運
営
す
る
厚

生
連
、
県
、
地
元
４
町
村
（
八
郎
潟
町
・

五
城
目
町
・
井
川
町
・
大
潟
村
）
に
よ
っ

て
、
①
湖
東
病
院
の
秋
田
組
合
総
合
病
院

の
分
院
化
で
医
師
を
確
保
す
る
こ
と
。
②

必
要
な
診
療
科
は
何
か
、
ま
た
適
正
病
床

の
規
模
。
③
県
、
町
村
の
支
援
。
④
改
築

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
軸
に
協
議
し
て
、
大

学
側
の
理
解
が
得
ら
れ
る
打
開
策
を
さ
ぐ

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

④
井
川
町
総
合
振
興
計
画
の
実
績
見
込
み

平
成
18
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期

実
施
計
画
の
平
成
21
年
度
の
実
績
見
込
額

は
、
計
画
額
の
４
億
８
、６
０
０
万
円
に

対
し
、
６
・
２
％
増
の
５
億
１
、６
０
０
万

円
の
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

主
要
課
題
で
あ
る
「
水　

清
ら
か

に　

住
み
よ
く
や
す
ら
ぐ
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
は
、
２
億
９
、１
０
０
万

円
の
計
画
に
対
し
17
・
２
％
増
の

３
億
４
、１
０
０
万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
、

地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
、
地
域
活
性
化

対
策
事
業(

町
道
整
備
事
業
等)

の
増
額

な
ど
に
よ
り
上
回
っ
た
も
の
で
す
。

「
人　

す
こ
や
か
に　

生
き
が
い
育
む

ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
４
、６
０
０
万
円

の
計
画
に
対
し
、
32
・
６
％
増
の
６
、

１
０
０
万
円
で
、
地
域
活
性
化
対
策
事
業

(

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
等)

の

増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
緑　

さ
わ
や
か
に　

発
展
培
う
ま
ち
づ

く
り
」
は
、
３
、３
０
０
万
円
の
計
画
に

対
し
て
12
・
１
％
増
の
３
、７
０
０
万
円
。

こ
れ
は
地
域
活
性
化
対
策
事
業
（
日
本
国

花
苑
整
備
事
業
等
）
の
増
額
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

「
心　

豊
か
に　

個
性
あ
ふ
れ

る
ひ
と
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、

１
億
１
、６
０
０
万
円
の
計
画
に
対
し
て

33
・
６
％
減
の
７
、７
０
０
万
円
で
、
中

学
校
整
備
事
業
の
翌
年
度
繰
越
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

⑤
井
川
町
総
合
振
興
計
画
後
期
実
施
計
画

計
画
期
間
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
５
ヵ

年
間
の
平
成
22
年
度
ま
で
で
、
22
年
度
の

計
画
額
（
21
年
度
か
ら
の
繰
越
明
許
費
を

含
む
。）
は
総
額
で
17
億
２
、０
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、「
水　

清
ら
か
に　

住

み
よ
く
や
す
ら
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に

は
10
億
１
、
６
０
０
万
円
を
見
込

み
、
内
訳
は
地
域
情
報
推
進
事
業
に

７
億
４
、４
０
０
万
円
、
社
会
資
本
整
備

総
合
事
業
・
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業

等
道
路
橋
梁
費
に
１
億
３
、６
０
０
万

円
、
公
共
下
水
道
管
渠
築
造
事
業
に

◇可決された予算案件等◇

■ 21 年度一般会計予算に歳入歳出それぞれ 4,750 万円を
追加し、予算総額 39 億 2,000 万円としました。

補正の主なものは、
◇ふるさと交流センター漏水改修 1,495 万 4 千円追加
◇地域情報化推進事業 1,185 万 5 千円追加
◇道路側溝改良事業 500 万円追加
◇井川町診療所特別会計繰出金 1,639 万 1 千円追加
◇減債基金 8,010 万円追加
◆人件費 1,483 万 3 千円減額
◆後期高齢者医療広域連合負担金 589 万 9 千円減額
◆地方特定道路整備事業費 797 万 6 千円減額
◆湖東地区行政一部事務組合負担金 754 万 3 千円減額
◆学校 ICT環境整備事業費 614 万 9 千円減額

■任期満了に伴い、固定資産評価審査委員に工藤貞彦氏
（大麦）が選任されました。

□■□３月定例町議会□■□

◆公共工事等発注状況◆

・井川右岸災害復旧工事（大台） 10,553 千円 ／㈱小林組

・町道大麦井内線道路災害復旧工事 7,382 千円 ／門間工業㈲

・五秋蛇喰線林道災害復旧工事 6,825 千円 ／㈲鈴木建設

・国花苑見本園遊歩道整備工事 3,056 千円 ／高勇建設

・街灯設置工事（２号） 1,208 千円 ／㈲鷲谷電気

・庁舎車庫新設整備工事 2,940 千円 ／㈲畠山建設

・小学校昇降設備整備工事 4,463 千円 ／むつみ建設㈱

・中学校建築実施設計業務委託 9,240 千円 ／㈱汎建築設計事務所

・運動広場等フェンス張替工事 1,995 千円 ／川原建設

・公共施設整備工事（さくら駅屋根改修等） 13,440 千円 ／第一建設工業㈱

・井川橋橋梁補修工事 21,672 千円 ／㈲三嶽建設

・今戸湖東線外舗装補修工事 4,758 千円 ／㈲カツタ建設

・大野地金山線外側溝改良工事 3,119 千円 ／高勇建設

・坂本井内線外舗装補修工事 4,463 千円 ／秋田瀝青建設㈱

・農村環境改善センター改修工事 13,230 千円 ／むつみ建設㈱
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４
、６
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

「
人　

す
こ
や
か
に　

生
き
が
い
育
む
ま

ち
づ
く
り
」
に
は
５
、０
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
内
訳
は
、
住
民
健
康

づ
く
り
事
業
に
３
、１
０
０
万
円
、
介
護

予
防
、
包
括
支
援
事
業
に
１
、５
０
０
万

円
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業
に

２
９
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
緑　

さ
わ
や
か
に　

発
展
培
う
ま
ち
づ

く
り
」
は
１
、８
０
０
万
円
を
見
込
み
、

内
訳
は
、
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
に

４
２
０
万
円
、
中
山
間
地
域
等
直
接
払
事

業
に
４
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

「
心　

豊
か
に　

個
性
あ
ふ
れ
る
ひ
と
づ

く
り
」
に
は
６
億
３
、６
０
０
万
円
で
、

そ
の
内
訳
と
し
て
、
中
学
校
建
設
事
業
に

５
億
８
、４
０
０
万
円
、
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
拡
張
等
整
備
事
業
３
、１
０
０
万
円
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
に

１
、６
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

後
期
実
施
計
画
も
最
終
年
度
を
迎

え
ま
す
。
５
ヵ
年
間
の
当
初
計
画
で

は
、
34
億
１
、４
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
ま
し
た
が
、
22
年
度
の
計
画
額

17
億
２
、０
０
０
万
円
を
含
め
て
の
５

年
間
の
実
績
見
込
額
は
０
・
９
％
減
の

33
億
８
、２
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

井
川
町
総
合
振
興
計
画
10
ヵ
年
間
の

総
計
は
、
当
初
計
画
79
億
４
、７
０
０
万

円
に
対
し
、
実
績
は
８
・
５
％
減
の

72
億
７
、０
０
０
万
円
の
見
込
み
で
す
。

こ
れ
は
、
高
速
道
路
改
革
に
伴
い
実
施
で

き
な
く
な
っ
た
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
事
業
、
湖

東
病
院
の
改
築
事
業
の
遅
れ
、
学
校
建
設

事
業
の
実
施
年
度
の
延
伸
等
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

⑥
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

昨
年
メ
キ
シ
コ
で
発
生
し
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
当
町
で
は
10
月
に
入
っ

て
子
ど
も
に
流
行
し
始
め
ま
し
た
が
、
学

級
閉
鎖
や
休
校
等
の
措
置
を
と
り
拡
大
防

止
に
努
め
た
結
果
、
罹
患
者
の
多
く
は
早

期
に
治
癒
し
て
い
ま
す
。

11
月
か
ら
は
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
や

小
児
な
ど
の
優
先
接
種
者
へ
の
予
防
接
種

を
ス
タ
ー
ト
し
、
生
活
保
護
世
帯
員
や
民

税
非
課
税
世
帯
員
及
び
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
は
無
料
、
そ
の
ほ
か
の
方
々
は
、
千

円
の
個
人
負
担
で
接
種
、
ま
た
２
月
か
ら

は
健
康
な
成
人
も
接
種
対
象
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
半
額
の
予
防
接
種
助
成
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
や
健
康
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
集
団
接
種
や
診
療
所
で
の
個
人

接
種
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
１
月
末
現
在

９
８
４
人
の
方
が
受
け
て
い
ま
す
。
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
罹
患
し
た
場

合
脳
症
発
症
の
危
険
性
の
高
い
２
歳
未
満

の
乳
幼
児
や
胎
児
を
か
か
え
る
妊
婦
の

方
々
へ
の
助
成
継
続
の
検
討
、
現
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
動
向
や
季
節
型
と
の
混

合
ワ
ク
チ
ン
動
向
な
ど
を
勘
案
し
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

⑦
循
環
器
健
診
に
つ
い
て

今
年
の
循
環
器
健
診
は
、
６
月
２
日
か

ら
10
日
ま
で
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
町

民
が
日
常
相
談
で
来
庁
し
た
際
や
個
別
訪

問
を
引
き
続
き
継
続
し
、
未
受
診
者
に
対

す
る
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
脳
卒
中
等

の
発
症
抑
制
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
息
切
れ
や
運
動
能
力
低
下
症
状

だ
け
で
な
く
糖
尿
病
・
高
血
圧
な
ど
の
心

不
全
の
ハ
イ
リ
ス
ク
群
を
早
期
に
発
見
で

き
る
検
査
や
腎
機
能
の
低
下
状
況
を
示
す

検
査
な
ど
を
新
し
く
実
施
し
ま
す
。
健
診

後
の
結
果
説
明
会
に
お
い
て
も
医
師
１
名

を
増
員
し
た
３
名
体
制
で
指
導
を
徹
底

し
、
健
診
の
充
実
化
を
図
り
、
健
康
な
町

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑧
火
災
警
報
器
無
償
設
置
に
つ
い
て

火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て
は
平
成

23
年
５
月
末
日
ま
で
に
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
普
及
助
長
の
た
め
、
年
金

収
入
２
０
０
万
円
未
満
の
老
人
世
帯
や
生

活
保
護
世
帯
な
ど
を
対
象
に
１
世
帯
２
個

の
無
償
設
置
助
成
を
実
施
し
ま
し
た
。
設

置
申
請
を
受
け
、
審
査
を
経
て
１
８
３
戸

の
個
人
住
宅
と
町
営
住
宅
９
０
五
戸
に
つ

い
て
あ
き
た
湖
東
農
業
協
同
組
合
に
発
注

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
３
月
12
日
の
工
期
ま

で
に
設
置
完
了
す
る
予
定
で
す
。

⑨
旧
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
解
体
等
工
事

昭
和
53
年
６
月
に
稼
働
を
開
始
し
、
平

成
20
年
３
月
で
閉
鎖
し
た
旧
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
解
体
等
工
事
は
、
残
留
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
等
に
よ
る
影
響
を
周
辺
に
与
え
な
い
よ

う
煙
突
や
煙
道
、
炉
な
ど
の
除
洗
・
解
体

等
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
主
作
業
は
、

既
に
終
え
、
今
後
は
２
・
３
階
天
井
や
シ

ャ
ッ
タ
ー
塗
装
等
工
事
を
進
め
工
期
の
３

月
15
日
ま
で
に
は
完
工
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
は
当
面
可
燃
・
不
燃
の
粗

大
ご
み
等
の
定
期
的
回
収
・
搬
入
施
設
と

し
て
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑩
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
・
小
中
学
校
入
学
状
況

平
成
22
年
度
の
入
所
入
学
状
況
は
、
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
の
保
育
園
は
70
名
、
幼
稚

園
は
37
名
の
入
園
で
、
園
長
を
含
め
て
14

名
の
職
員
で
保
育
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま

す
。こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
乳
児
保
育
や
一

時
保
育
、
延
長
保
育
等
様
々
な
保
育
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
等
を
実
施
し
、
保
護
者

や
子
育
て
支
援
全
体
に
対
す
る
相
談
活
動

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小

学
校
は
児
童
数
２
８
３
名
、
学
級
数
13

学
級
（
う
ち
特
別
支
援
学
級
が
３
学
級
）

で
、
校
長
を
含
め
22
名
の
配
置
内
示
を
受

け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
は
生
徒

数
１
６
６
名
、
７
学
級
（
う
ち
特
別
支
援

学
級
が
１
学
級
）
で
、
校
長
を
含
め
18
名

の
配
置
内
示
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

特
別
支
援
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
へ
の
支

援
と
し
て
、
町
独
自

に
小
学
校
、
中
学
校

に
支
援
員
を
配
置
し

ま
す
。

□■□３月定例町議会□■□



■
議
会
事
務
局

　

局　

長　

鷲
谷 
清
利

■
出

納

室

　

会
計
管
理
者

　

室　

長　

遠
藤 

兼
美  

兼
総
務
課
長

　
室
長
補
佐　

伊
藤 

祐
子

　

主　

事　

遠
藤 

俊
貴

■
総

務

課

　

課　

長　

遠
藤 

兼
美

　
課
長
補
佐　

半
田 

久
士

　
課
長
補
佐　

川
村 

喜
之
（
産
業
課
課
長
補
佐
）

　
課
長
補
佐　

伊
藤 

祐
幸
（
総
務
課
税
務
班
主
査
）　

▼
総
務
班

　

主　

査　

伊
藤 

恒
子

　

主　

査　

菅
生
チ
ヨ
ミ
（
総
務
課
税
務
班
主
査
）

　

主　

査　

鷲
谷 

仁
美

　

主　

任　

湊 　

和
樹

　

主　

任　

渡
部 

孝
夫

　

主　

任　

遠
藤 

慶
太
（
町
民
課
健
康
福
祉
班
主
任
）

　

主　

任　

鷲
谷 

幸
平

　

主　

任　

森
田 

武
夫

　

運
転
士　

嵯
峨 

國
男  

再
任
用

▼
有
線
放
送
セ
ン
タ
ー

　

主　

任　

高
橋 

幸
司

▼
税
務
班

　

主　

査　

渡
部 

章
子
（
町
民
課
健
康
福
祉
班
主
査
）

　

主　

査　

伊
藤 　

修

■
町

民

課

　

課　

長　

伊
藤
弥
志
長
（
町
民
課
主
幹
）

　

参　

事　

鷲
谷 

利
和

▼
健
康
福
祉
班

　

主　

査　

伊
藤 

則
子

　

主　

査　

松
田 

淳
子
（
総
務
課
・
選
管
主
査
）

　

主　

査　

伊
藤 

一
彦

　

主　

任　

鷲
谷 

康
之

　

主　

任　

半
田 

秀
人
（
総
務
課
総
務
班
主
任
）

　

主　

任　

若
狭 

善
友
（
教
育
委
員
会
主
任
）

▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
」

　

主　

査　

伊
藤 

信
子

▼
健
康
セ
ン
タ
ー

　

主　

査　

村
井 

幸
子

　

主　

任　

森
田 

陽
子

　

保
健
師　

湊 

百
合
子

　

保
健
師　

安
田 　

望

　

保
健
師　

山
崎
タ
ヱ
子  

再
任
用

▼
町
民
生
活
班

　

主　

査　

二
田 

清
子

　

主　

査　

渡
辺 　

寿
（
町
民
課
町
民
生
活
班
主
任
）

　

主　

任　

松
岡 　

明

▼
介
護
情
報
セ
ン
タ
ー

　
課
長
補
佐　

宮
田
ヨ
シ
子  

潟
上
市
高
齢
福
祉
課
長
補
佐

　
課
長
補
佐　

鷲
谷
五
十
鈴

▼
井
川
町
診
療
所

　

所　

長　

吉
川 
晴
夫

　

事
務
長　

勝
田 
政
司

　

主　

査　

鈴
木 　

忍

　

看
護
師　

伊
藤 

佳
子

　

看
護
師　

畠
山 

千
春

　
准
看
護
師　

工
藤
美
穂
子

■
産

業

課

　

課　

長　

鈴
木 

敏
昭
（
町
民
課
課
長
）

　
課
長
補
佐　

鷲
谷 　

浩

▼
産
業
振
興
班

　

主　

査　

鈴
木 　

嘉
（
総
務
課
総
務
班
主
査
）

　

主　

査　

小
林 

夏
子

　

主　

査　

半
田 

一
博

▼
建
設
班

　

主　

任　

安
田 　

譲

▼
農
業
委
員
会

　

次　

長　

半
田 　

智

▼
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
「
国
花
苑
」

　

主　

査　

伊
藤
美
恵
子

■
水

道

課

　

課　

長　

鈴
木 

敏
昭  

兼
産
業
課
長

　

主　

査　

鷲
谷 

雪
雄

　

主　

査　

伊
藤 

卓
也
（
水
道
課
主
任
）

　

主　

任　

伊
藤 

佳
子

　

主　

任　

齊
藤 　

仁

■
教
育
委
員
会

　
事
務
局
長　

遠
藤 

民
雄
（
産
業
課
・
水
道
課
課
長
）

　

次　

長　

松
田 

和
隆

　

主　

事　

伊
藤 

千
里

▼
公
民
館

　
公
民
館
長　

幡
宮
姫
佐
子

　

主　

査　

遠
藤 　

環

▼
小
学
校

　

主　

査　

小
野
百
合
子  

兼
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
査

　
校
務
係
長　

中
山 

弘
子

▼
中
学
校

　
校
務
係
長　

中
道 

恵
子

▼
給
食
セ
ン
タ
ー

　

主　

任　

伊
藤 

健
一

　

調
理
員　

鷲
谷 

智
鶴

▼
町
民
体
育
館

　

主　

任　

安
田 

和
利  

兼
中
学
校

▼
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

　

園　

長　

中
山 

英
悦

　

副
園
長　

伊
藤 

昌
子
（
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
査
）

　

主　

査　

小
野
百
合
子 

　

主　

査　

齊
藤 　

優

　

主　

査　

畠
山 

紀
子

　

主　

査　

石
井 

高
子

　

主　

任　

戸
澤 

玲
子

　

主　

事　

齋
藤
九
三
子 

　

主　

事　

湊 　

麻
美  

新
採
用

　

主　

事　

小
武
海
千
晴  
新
採
用

退

職

者

　

会
計
管
理
者　

幡
宮 

正
光

　

産
業
課
課
長
補
佐　

伊
藤 

正
信

　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
副
園
長　

齊
藤
眞
紀
子　

　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
副
園
長　
鈴
木
美
知
子

　

診
療
所
准
看
護
師　

鈴
木 

鈴
子

　

中
学
校
校
務
係
長　

藤
田 

イ
子

■
井
川
小
学
校

【
転
入
】

　

校　

長　

石
田 　

聰
（
五
里
合
小
）

　

教　

諭　

菅
原 

純
子
（
大
川
小
）

　

教　

諭　

佐
藤 

一
世
（
船
越
小
）

　

教　

諭　

佐
藤
美
奈
子
（
常
盤
小
）

　

養
護
教　

渡
辺 

美
春
（
内
川
小
）

　

栄
養
士　

三
浦 

僚
子
（
湯
沢
西
小
）

　

講　

師　

伊
藤 

靖
子  

臨
時

　

講　

師　

草
階 

朋
子  

非
常
勤

　

事
務
職　

本
間 

照
美  

臨
時

【
転
出
】

　

校　

長　

丸
山 

陽
二
（
追
分
小
）

　

教　

諭　

佐
藤 

壽
芝  

定
年
退
職

　

教　

諭　

山
田
な
お
み
（
浜
口
小
）

　

教　

諭　

小
沼 

邦
子
（
琴
丘
小
）

　

養
護
教　

大
泉 

道
子
（
天
王
小
）

　

栄
養
士　

桑
村 

功
子
（
泉
小
）

■
井
川
中
学
校

【
転
入
】

　

校　

長　

佐
藤 

博
英
（
幼
保
推
進
課
）

　

教　

頭　

嶋
崎 

保
子
（
五
城
目
第
一
中
）

　

教　

諭　

鳥
潟 

磨
人
（
上
新
城
中
）

　

教　

諭　

鈴
木 

栄
子
（
天
王
中
）

　

教　

諭　

小
玉 

正
範
（
八
郎
潟
中
）

　

教　

諭　

桜
庭 

悦
央
（
五
城
目
第
一
中
）

　

講　

師　

目
黒 　

梢  

臨
時

【
転
出
】

　

校　

長　

佐
藤 

照
男
（
土
崎
中
）

　

教　

頭　

森
合 

一
郎
（
太
平
中
）

　

教　

諭　

佐
藤 

光
二
（
潟
西
中
）

　

教　

諭　

佐
藤 

睦
子
（
五
城
目
第
一
中
）

　

教　

諭　

平
賀
真
奈
美
（
秋
田
西
中
）

平
成
平
成
2222
年
度
年
度

　

井
川
町
執
務
体
制

　

井
川
町
執
務
体
制

お
よ
び
人
事
異
動

お
よ
び
人
事
異
動

7
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項　　目 内　　　容

対象者 40 歳以上 70 歳未満の方。（平成 22 年４月１日現在）
昭和 15 年４月２日～昭和 45 年４月１日生まれ

受診できな

い方

①　平成 20 ～ 21 年度に町の助成を受けて受診したことのある方
②　ペースメーカーを装着している方
③　人工関節、人工骨頭、義手、針治療の置き針等をしている方
④　手術により、金属類で縫合している方

医療機関 秋田県立脳血管研究センター

費用額 ①　国保加入者１人当たり負担額　￥10,000 円
②　国保加入者以外の方　　　　   ￥15,000 円

募集人員 ①　国保加入者　　　　　　20 名　　※定員になり次第締め切り
②　国保加入者以外の方　　12 名

受診予定日 受診日は脳研センターより指定されますので、決まりしだい町よりお知ら
せいたします。（予定は平成 22 年５月下旬～平成 23 年２月までの期間です）

検査内容 尿、血液（貧血、血清蛋白、脂質、糖尿病、肝機能、腎機能）、MRI 検査
MRA検査、頸動脈超音波検査、心電図、眼底、胸部Ｘ線検査

項　　目 内　　　容

対象者 30 歳以上 70 歳未満の方。（平成 22 年４月１日現在）
昭和 15 年４月２日～昭和 55 年４月１日生まれ

受診できな
い方 平成 20 ～ 21 年度に町の助成を受けて受診したことのある方

医療機関 ＪA秋田厚生連　秋田組合総合病院（今年度変更となっています）
費用額 ①　１人当たり負担額　　￥10,000 円

募集人員 ①　国保加入者のみ　　　男性２名　　※定員になり次第締め切り
　　　　　　　　　　　　女性２名

受診予定日 受診日は病院より指定されますので、決まりしだい町よりお知らせいたし
ます。（予定は平成 22 年６月～ 12 月までの期間です）

検査内容 尿、身体測定、血圧、血液（貧血、脂質、血糖、肝機能、腎機能）
心電図、眼底、胸部Ｘ線検査、腹部超音波、各種癌（胃部、婦人科）検査

Ｂ：人間ドック（国保加入者のみ対象）

Ａ：脳ドック（国保加入に関わらず受診できます）

『
脳
ド
ッ
ク
』・『
人
間
ド
ッ
ク
』

受
診
希
望
者
を
受
付
し
ま
す

井
川
町
保
険
事
業
の
一
環
と
し
て
、平
成
22
年
度「
脳
ド
ッ
ク
」・

「
人
間
ド
ッ
ク
」
の
受
診
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
対
象
者
は
検
査
結
果
を
町
に
提
供
で
き
る
方
で
す
。
検
査
結

果
は
、
保
健
師
が
行
う
健
康
活
動
や
健
康
相
談
、
診
療
所
で

の
治
療
、
疾
病
予
防
な
ど
の
健
康
管
理
に
役
立
て
ま
す
。

■募集期間
　４月５日（月）

～４月16日（金）

■受付時間
　8：30～ 17：15
　（土・日曜日を除く）

【申込・問い合わせ】
役場　町民課
電話（８７４）４４１７
有線 ４４３２

国保の窓口から

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
景
気

の
低
迷
、
雇
用
の
確
保
、
子
育
て
支

援
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、
新

年
度
予
算
は
前
年
度
の
繰
越
を
含
め

る
と
40
億
円
に
及
ぶ
久
方
ぶ
り
の
大

型
予
算
と
な
っ
た
。
各
種
課
題
に
対

処
す
る
と
同
時
に
引
き
続
き
行
政
改

革
の
推
進
や
財
政
健
全
化
を
念
頭
に

予
算
を
編
成
し
た
。

今
年
度
の
最
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

中
学
校
建
設
事
業
。
現
在
地
に
木
造

平
屋
建
と
し
、
将
来
的
に
は
小
中
一

貫
校
に
対
応
可
能
な
校
舎
と
す
る
。

設
計
は
発
注
済
で
、
現
在
、
た
た
き

台
の
平
面
図
を
も
と
に
議
会
、
学
校

現
場
、
父
兄
等
と
内
部
検
討
チ
ー
ム

で
議
論
を
し
、
５
月
末
ま
で
に
図
面

と
建
設
費
用
を
確
定
す
る
計
画
だ
。

予
算
は
５
億
４
千
万
円
を
計
上
し
て

い
る
が
、
建
設
費
が
確
定
す
れ
ば
増

額
補
正
し
、
23
年
度
と
の
２
ヵ
年
継

続
事
業
と
す
る
。
先
行
し
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
一
部
埋
め
立
て
し
建
設
地
を

確
保
す
る
。

学
校
は
教
育
の
場
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
教
職
員
、
児

童
生
徒
に
と
っ
て
は
一
日
の
大
半
を

過
ご
す
生
活
の
場
で
も
あ
る
。安
全
・

安
心
な
場
で
あ
る
こ
と
も
重
要
だ
。

地
域
住
民
に
と
っ
て
は
開
か
れ
た
学

校
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
以
上
に
地

域
の
拠
り
所
と
な
る
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
り
た
い
。
町
が
合
併
等
で
ど
う
変

わ
ろ
う
と
も
、
学
校
は
将
来
的
に
も

維
持
し
た
い
。
更
に
は
災
害
時
に
は

避
難
場
所
と
も
な
る
。
児
童
生
徒
の

増
減
に
応
じ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
簡

単
で
維
持
経
費
が
安
い
こ
と

ー
建

設
に
際
し
、
確
保
す
べ
き
条
件
は
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
だ
。
こ
う
し
た
点

を
考
慮
し
、
校
舎
は
木
造
平
屋
建
と

な
っ
た
。
様
々
の
要
件
を
機
能
面
か

ら
裏
付
け
る
の
が
設
計
で
あ
る
。
本

町
に
と
っ
て
最
後
の
大
型
事
業
で
も

あ
る
が
、
将
来
的
に
悔
い
を
残
さ
な

い
よ
う
慎
重
な
取
り
組
み
を
行
い
た

い
。
年
度
後
半
に
建
設
発
注
の
見
込

み
だ
が
、
完
成
は
23
年
度
の
前
半
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
見
込
ん
で
い

る
。学

校
建
設
に
つ
い
て
は
町
内
で
も

様
々
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
。

集
約
す
れ
ば
、
老
朽
化
し
た
学
校
を

早
く
着
工
す
べ
き
だ
。
一
方
で
、
財

政
困
窮
の
折
に
大
型
事
業
を
敢
え
て

行
う
必
要
が
あ
る
の
か
。
慎
重
を
期

す
べ
き
だ
と
、
言
う
も
の
だ
。
殊
に

財
政
面
で
は
繰
越
し
と
な
っ
た
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
と
有
線
放
送
更
新
事

業
も
加
わ
っ
た
こ
と
で
心
配
な
向
き

も
多
い
と
思
う
。
こ
う
し
た
心
配

に
備
え
、
こ
れ
ま
で
借
金
の
繰
り
上

げ
返
済
、
基
金
の
積
み
増
し
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。
５
月
末
か
ら
の
町
づ

く
り
懇
談
会
で
は
こ
う
し
た
事
情
も

し
っ
か
り
説
明
を
し
た
い
。



街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

伝　　言　　板
みんなと楽しく活動してみませんか

公民館サポーター募集

和太鼓サークル会員募集

教室・講座 開 催 日 時 会　　場

高齢大学・大学院 23日（金） AM9：30 公 民 館

英 会 話 教 室
７日、21日、28日（水）
初級 PM6：30　中級 PM7：30

公 民 館

４月の公民館活動

いろんな世界が待ってるョ！

【子どもの本】
・ランドセルがやってきた

・おまえうまそうだな  
・比べる図鑑  
【大人の本】
・親鸞　上・下 
・ハッピー・リタイアメント 
・ちょい太で大丈夫 

町民ギャラリー

「桜　の　絵　画　展」
★会期：４月17日（土）～５月26日（水）

★☆知って、関わり、楽しむ☆★
井川「知

し る が く

る楽講座」：番外編

「桜の日本国花苑で野外彫刻と語ろう会」

9



栄光をたたえる

小中学校スポーツ賞授賞式
井川町スポーツ賞授与式が小・中学校で行

われ、受賞した選手たちは町からの記念品を
誇らしげに受け取っていました。

さくら駅の図書コーナーが充実

図書480冊寄贈
横浜市の石川巌さんより井川さくら駅の図

書コーナーにと国内作家の小説を中心とした
書籍 480 冊を寄贈いただきました。今回の寄
贈は石川さんが、現在当町の施設を利用され
ているお母様のもとを訪ねる際にさくら駅を
利用されたことがきっかけとなったものです、
ありがとうございました。
駅をご利用の際はぜひご覧ください。

３月号に掲載のスポーツ賞受賞者を以下
のとおり訂正・追加いたします。
【銀賞】安田　走　井川中相撲部
【銀賞】高橋　哲　レスリング（寺沢）
【銅賞】勝田祥平　明桜高校野球部

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

―
湖
東
病
院
を
守
る
住
民
の
会
設
立
―

医
師
の
退
職
に
伴
い
４
月
か
ら
夜
間
と

土
日
、
祝
日
の
救
急
患
者
受
け
入
れ
中
止

や
入
院
患
者
の
制
限
な
ど
、
診
療
体
制
の

縮
小
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
湖
東
総
合
病
院
の
現
状
を
受
け
、
３
月

29
日
、
湖
東
病
院
を
守
る
住
民
の
会
準
備

会
の
主
催
で
住
民
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。五

城
目
広
域
体
育
館
で
開
か
れ
た
こ
の

集
会
に
は
南
秋
田
郡
４
町
村
な
ど
か
ら
住

民
約
６
５
０
人
が
参
加
。
会
で
は
「
地
域

の
財
産
で
あ
る
湖
東
総
合
病
院
を
守
り
発

展
さ
せ
る
運
動
継
続
の
た
め
に
力
を
合
わ

せ
る
」な
ど
と
す
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、

「
湖
東
病
院
を
守
る
住
民
の
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
挨
拶
し
た
齋
藤
町
長
は
現

在
に
至
る
経
緯
を
説
明
し
た
あ
と
「
現
状

は
現
状
と
し
て
受
け
と
め
な
が
ら
、
将
来

的
に
ど
う
守
り
、
ど
う
再
編
す
る
か
を
考

え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

縮
小
は
避
け
ら
れ
な
い
に
し
て
も
ベ
ッ
ド

数
の
廃
止
と
い
う
事
態
だ
け
は
防
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
１
〜
２
年
で
何
と

か
な
る
問
題
で
は
な
い
。
こ
の
会
も
単
発

で
終
わ
る
の
で
は
な
く
５
年
、
10
年
と
長

期
的
に
粘
り
強
く
継
続
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。
地
域
医
療
確
立
の
た
め
共
に

力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
な

ど
と
述
べ
ま
し
た
。

「
住
民
の
会
」
は

①
医
師
の
確
保
と
救
急
医
療
の
復
活

②
安
定
的
な
病
院
の
存
続
と
発
展

③
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
医
療
の
充
実

を
目
標
と
し
、
当
面
は
、
厚
生
連
と
県
、

地
元
自
治
体
が
５
月
末
ま
で
に
素
案
を
策

定
す
る
「
湖
東
地
区
医
療
再
編
計
画
」
に

住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
働
き

か
け
を
中
心
と
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

10
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思い出を胸に

卒 業 式
３／11　中学校　　　　　49名
３／15　小学校　　　　　54名
３／17　こどもセンター　54名

卒業スナップ
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平
成
22
年
度 

有
線
放
送
使
用
料
を
、
次

の
と
お
り
指
定
さ
れ
た
口
座
よ
り
振
り
替
え

い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
実
施
す
る
有
線
放
送
施
設

更
新
事
業
の
関
係
で
、
前
納
期
間
が
変
更
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
こ
れ
ま
で
１
年
間
の
前
納
を
選
択
さ
れ
て

い
る
方
は
、
６
ヵ
月
の
前
納
と
し
、
工
事

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
確
定
し
た
時
点
で

再
度
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

②
１
ヵ
月
毎
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

■
納
付
書
で
の
お
支
払
い

・
月
払
い
の
方

　

納
付
書
記
載
の
期
日納

付
額
１
、０
０
０
円

・
年
払
い
の
方

　

４
月
30
日
ま
で 

納
付
額
６
、０
０
０
円

（
６
ヵ
月
分
）

平
成
22
年
度 

有
線
放
送
使
用
料
の
納
入
に
つ
い
て

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

額
が
か
わ
り
、月
額
１
万
５
、１
０
０
円
（
付

加
年
金
加
入
者
１
万
５
、５
０
０
円
）
と
な

り
ま
す
。
公
的
年
金
制
度
を
円
滑
に
運
営
す

る
た
め
に
、
平
成
16
年
の
法
改
正
に
お
い
て

見
直
さ
れ
た
も
の
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
が
４
月
初

旬
に
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
送
付
さ
れ
る
も
の

　

・
納
付
案
内
書

　

・
口
座
振
替
申
出
書

　

・
前
期
納
付
書　

３
枚

　

・
各
月
分
納
付
書　

12
枚

■
納
付
で
き
る
場
所

全
国
の
金
融
機
関
・
指
定
さ
れ
た
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

※
す
で
に
口
座
振
替
等
を
ご
利
用
の
方
に
は

納
付
案
内
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
社
会
保
険
事
務
局 

電
話
０
１
８
（
８
８
３
）
１
６
５
５

国
民
年
金
の
保
険
料
額
が
か
わ
り
ま
す

■
口
座
か
ら
の
お
支
払
い

・
月
払
い
の
方

毎
月
24
日
（
郵
便
局
は
25
日
）

振
替
額
１
、０
０
０
円

・
年
払
い
の
方

４
月
24
日 

振
替
額
６
、０
０
０
円

（
６
ヵ
月
分
）

※
振
替
日
ま
た
は
前
日
が
金
融
機
関
等
の
休

業
日
に
あ
た
る
場
合
は
、
休
業
日
前
日
ま

で
に
口
座
へ
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
納
入
済
通
知
書
等

は
発
行
し
ま
せ
ん
。
後
日
必
ず
指
定
口
座

の
通
帳
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
口
座
番
号
、
名
義
、
金
融
機
関
等
の
変
更

の
際
に
は
、
４
月
16
日
（
木
）
ま
で
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
新
有
線
放
送
」
へ
の
加
入
申
し
込
み
や
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、近
く
広
報
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】 

町
有
線
放
送
セ
ン
タ
ー 

電
話
（
８
７
４
）
２
６
１
０
／
有
線 

４
４
８
８

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

■
こ
ん
な
に
有
利
な
国
民
年
金
基
金

■
加
入
方
法

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県
国
民
年
金
基
金

電
話
０
１
２
０
（
６
５
）
４
１
９
２

４ 月

URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

くらしの

情報

総務課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町民課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産業課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
（農村環境改善センター） 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。
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後期高齢者保険料の内訳

保険料額＝均等割額+所得割額（所得×所得割率）

　　均等割額 → 県内の加入者全員が等しく納める金額
　　所得割額 → 加入者本人の所得に応じて納める金額

●保険料率が変わります

平成21年度まで 平成22年度から

均等割額 38,426円 均等割額 38,925円

所得割率 ７.12％ 所得割率 ７.18％

●均等割額の軽減措置（軽減割合は変更ありません）

世帯主及び被保険者の総所得金額等が下記の基準を超
えない世帯 軽減割合 均等割額

平成21年度まで
均等割額

平成22年度から

基礎控除額（330,000 円） 8.5 割 5,700 円 5,800 円

被保険者全員の年金収入が 80 万円
以下で、その他各所得がない ９割 3,800 円 3,800 円

基礎控除額（330,000 円）+245,000 円×被保険者の数（世
帯主である被保険者を除く） ５割 19,200 円 19,400 円

基礎控除額（330,000 円）+350,000 円×被保険者の数 ２割 30,700 円 31,100 円

後期高齢者医療制度加入前に被用者保険の被扶養者で
あった被保険者 ９割 3,800 円 3,800 円

●所得割額の軽減措置（軽減割合は変更ありません）

被保険者本人の総所得金額等（基礎控除後） 軽減割合

58 万円以下（年金収入のみの場合は 153 万円～ 211 万円以下） ５割

保険料率の算定について

【問い合わせ】
秋田県後期高齢者広域連合
　電話
　０１８（８５３）７１５５

平成２２年度から後期高齢者医療の保険料率が変わります
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粗大ごみを収集します

■燃えない粗大ごみ　収集対象品目と手数料

収集手数料 ５００円 収集手数料 １００円

スチール製机、電子レン
ジ等の大型のもの

自転車、三輪車、小型石
油ストーブ、扇風機、ガ
ステーブル、乳母車等の
小型のもの

■家電リサイクル法の施行により、テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・エ
アコン・洗濯機は、町では収集しませんのでご注意ください。

■家庭用パソコン、モニター類も収集しません。
■農機具・古タイヤ・バッテリーは受け付けしません。
■一時多量ごみは排出者が町に搬入の申込をしてください。

□燃える粗大ごみ　収集対象品目と手数料

収集手数料 ５００円 収集手数料 １００円

タンス、本棚、テーブル、
机等の大型のもの

布団、マットレス、座布団、
椅子、ジュータン・カー
ペット等の小型のもの

収集対象町内 受付時間 搬入場所

大　台   ９：00～  ９：10 大台生活改善センター前

井　内・仲　台   ９：15～  ９：25 井 内 分 館 前

綱木沢・赤　沢   ９：30～  ９：40 斎藤祐治さん宅前町道
大　麦・寺　沢
葹　田・館　岡   ９：50～ 10：00 コミュニティセンター前

宇治木・小　泉
新　間 10：05～ 10：15 宇 治 木 分 館 前

八　幡・大　倉
保野子・上　村
坂　本・大野地
横　岡

10：25～ 10：35 町 民 体 育 館 駐 車 場

街　道・小竹花
中下村 13：00～ 13：15 役 場 北 側 駐 車 場

田　中
羽　立 13：20～ 13：35 浜井川地区集会所前

新屋敷・さくら 13：45～ 13：55 浜井川踏切前（さくら団地北側）

小今戸 14：00～ 14：10 小 今 戸 分 館 前

今　戸 14：15～ 14：25 今 戸 グ ラ ウ ン ド

海老沢 14：35～ 14：45 海 老 沢 分 館 前
※収集対象町内を指定していますが、搬入はいずれの場所でも受付け
ますので、ご都合に合った時間と場所へ搬入してください。

□燃える粗大ごみ　　　４月13日（火）

■燃えない粗大ごみ　　４月15日（木）

〔
清
掃
内
容
〕

〔
清
掃
の
ポ
イ
ン
ト
〕

【
問
い
合
わ
せ
】

役
場
町
民
課

町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
６

　

有
線
４
４
４
１

　

■
き
れ
い
な
地
域
は
み
ん
な
の
手
で
！

４
月
18
日
（
日
）

『
全
町
一
斉
清
掃
』
を
実
施
し
ま
す

【問い合わせ】
役場町民課 町民サービス班
電話（８７４）４４１６/有線４４４１
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駐
在
駐
在
所所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

新
入
学
（
園
）
児
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

■
運
動
の
基
本

こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

■
運
動
の
重
点

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

井
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は
、
福
祉

施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
外
出
付
き

添
い
等
で
す
。
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
男
女
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
） 

電
話
（
８
７
４
）
２
６
１
１
／
有
線
４
４
５
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

『
フ
レ
ン
ド
』
会
員
募
集
中
！

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

井
川
町
支
部

電
話
０
１
８
（
８
７
４
）
３
５
３
２

　〔イベント日程〕
　４月29日（木）
　　・歌と踊りの集い＆ヤートセ秋田
　　・お花見フリーマーケット
　　　　　　　／10：00  国花苑野外ステージ等
　４月29日（木）
　　・全県選抜少年野球大会
　　　　　　　／9：00  井川町民球場ほか

　５月　２日（日）
　　・お花見フリーマーケット
　　・消防イベント・献血キャンペーン
　　　　　　　／国花苑野外ステージ前芝生広場

【さくらまつりに関する問い合わせ】

定住促進センター「国花苑」
電話（874）2503／有線3083
井川町役場 産業課 
電話（874）4418／有線4546

２百種２千本の桜の園

日本国花苑さくらまつり

〔開催期間〕　４月24日（土）～５月９日（日）〔開催期間〕　４月24日（土）～５月９日（日）
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国家公務員「国税専門官」採用試験

□受験資格

□受付期間
□申込書の請求

【問い合わせ】仙台国税局人事第二課
電話０２２（263）1111

警察署で行う運転免許事務のお知らせ

□更新申請・再交付申請・申請取消
　運転経歴証明書交付申請

□記載事項変更

※土日、祝日等はお手続きできません。
【問い合わせ】五城目警察署

電話 018（８５２）４１００

「障害者スポーツ教室」開催

□日程

□参加費
□実施種目　

□会場

□申し込み方法

【問い合わせ 秋田県障害者スポーツ協会
電話 018（８６４）2750

「ままここ＊カフェ」開催

□日時

□場所
□参加費

【問い合わせ】ままここクラブ（小林）
電話（８７４）２１１７／有線３８０６

肝炎ウイルス検査は受けましたか？

【問い合わせ】秋田中央保健所
電話０１８（８５５）５１７０

４
月
は

「
秋
田
県
は
し
か
排
除
推
進
月
間
」
で
す

は
し
か
は
特
効
薬
が
な
く
、
か
か
っ
た
人

の
お
よ
そ
千
人
に
一
人
が
亡
く
な
る
病
気
で

す
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
す
る

こ
と
で
ほ
ぼ
全
員
が
か
か
ら
ず
に
済
む
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

定
期
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ

ひ
接
種
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

■
接
種
対
象
者

・
第
１
期　

生
後
12
〜
24
ヵ
月
児

※
接
種
日
程
は
全
戸
配
布
の
『
保
健
衛
生
事

業
日
程
表
』
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
第
２
期

平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
17
年
４
月
１
日

生
ま
れ
（
次
年
度
小
学
１
年
生
）

※
日
程
は
『
保
健
衛
生
日
程
表
』
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

・
第
３
期

平
成
９
年
４
月
２
日
〜
10
年
４
月
１
日
生

ま
れ
（
中
学
１
年
生
）

※
接
種
日　

５
月
10
日
（
月
）

中
学
校
の
内
科
健
診
時

・
第
４
期

平
成
４
年
４
月
２
日
〜
５
年
４
月
１
日
生

ま
れ
（
高
校
３
年
生
年
齢
相
当
）

※
夏
・
冬
休
み
期
間
中
に
予
約
制
で
実
施
予

定
で
す
。

第
２
期
〜
第
４
期
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

後
日
通
知
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年
度

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
助
成
に
つ
い
て

町
で
は
、
平
成
22
年
度
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
次
の
方
へ

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
妊
婦
の
方
（
町
負
担
２
、６
０
０
円
、

自
己
負
担
１
、０
０
０
円
）

■
０
歳
児
・
１
歳
児
の
方
（
全
額
助
成
、

自
己
負
担
無
し
）

〔
手
続
き
〕

助
成
を
受
け
る
場
合
は
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
必
要
書
類
を
持
参
し
健
康

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
必
要
書
類
〕

領
収
書
（
ま
た
は
コ
ピ
ー
）、
印
鑑
、

振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の
（
既
に
役
場

に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
口

座
）

■
生
活
保
護
及
び
町
民
税
非
課
税
世
帯

（
全
額
助
成
、
自
己
負
担
無
し
）

〔
手
続
き
〕

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
接
種
時
に
「
緊

急
時
医
療
依
頼
証
」
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

事
前
に
町
総
務
課
税
務
班
に
て
「
非
課

税
世
帯
証
明
書
」を
発
行
し
て
も
ら
い
、

接
種
す
る
医
療
機
関
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
健
康
セ
ン
タ
ー

電
話
（
８
７
４
）
３
３
０
０
／
有
線
４
４
５
５

健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
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保健だより●４月分

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

 ４月　５日
19日

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00～17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票の交付
保健指導、栄養指導

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

４月23日
（金）

す く す く
学 級 H22年１月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30～9：45
健康センター

乳 児 健 診 Ｈ21年４月、６月、
９月、12月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく
○７ヶ月児は離乳食指導がありますので１時までに受付を済ませてください

予 防 接 種
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

４月　５日
（月）

３ 種 混 合
予 防 接 種

Ⅰ期：H21年４月3日～H22年１月6日生まれの児
および７歳6ヵ月未満で未実施児
Ⅰ期追加：Ⅰ期初回（３回）終了後１年を経た児

13：30～14：00
井川町診療所

４月12日
（月）

MR ワクチン
接 種

1期  H20年4月10日～H21年4月13日生児
2期  H16年4月    2日～H17年4月   1日生児

４月15日
（木）

ポリオワクチン
投 与

H20年10月13日～H22年１月16日生まれの児
および７歳6ヵ月未満で未実施児

４月26日
（月） BCG 接 種 H21年10月24日～H22年１月27日生児

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田組合総合病院 【電話予約は毎週月～金曜日の13：30～ 16：30】　検診当日は午前８時までに病院２階健康センターへ
病院･福祉活動室
電話880-3013

食生活改善推進員養成講座・協議会研修会
月　日 内　　　容 受付時間・会場

４月20日
（火）

・食生活改善養成講座修了証授与
・食生活改善推進協議会総会

9：30～12：00
健康センター

ぼくたち、
むしば なかったよ
２歳児歯科検診で、
むし歯のなかったこどもたちです

石郷岡麗
れ い

衣ちゃん
（ 街 道 ）

佐藤智
ともか

佳ちゃん
（小泉）

齋藤紘
ひろの

乃ちゃん
（大野地）

三浦仁
に な

菜ちゃん
（小竹花）

藤田芹
せりな

菜ちゃん
（羽立）

「食生活改善推進員養成講座」受講生を募集します
町では平成 22 年度食生活改善推進員養成講座の受講生を募集します。健康
な生活を送るためには毎日の食事が大切です。食材のもつ栄養や年齢、それぞ
れの体調に合わせた必要な食事量などを学び、食事づくりに役立てましょう。
20 時間の講習を受けると「ヘルスメイト」として、地域で活動もできます。
○申込み期限　　５月　７日（金）　　※男性の受講生も募集しています。
○問い合わせ　健康センター　電話（874）３３００／有線４４５５まで

宮下百
ももえ

恵ちゃん
（赤沢）

「叱り上手は子育て上手」
感情をおさえられず叱ったあと、子どもに

対してすまないと、涙を流すことはありませ
んか。そんなお母さんなら、まちがっても親
子関係の危機にまで発展することはないで
しょう。しかし、子どもを叱るには、絶対に
欠かすことのできない条件があることも忘れ
てはなりません。

①親に愛情があること
子どもは、生まれたときから、お母さんの

においや温かさ、やわらかくて心地いい感じ
に包まれながら成長します。だから、無条件
に愛情を注いでくれるお母さんが大好きで
す。この愛情に裏付けられた信頼関係がある
からこそ、子どもは母親のいうことを聞くよ
うになるのです。

②「しつけ」を受け止めるエネルギーが必要
子どもは、大好きなお母さんにほめてもら

いたい、喜ばせたいという気持ちを持ってい
ます。これがしつけを受け止めるエネルギー
になります。しかし、子どものエネルギーが
不足していたり、感受性の強い子どもには、
叱り方を加減しなければなりません。

③ストレス解消のために叱らない
母親は、未婚の友人が楽しんでいるのをう

らやんだり、育児に非協力的な夫や、姑との
関係でイライラして、ストレスがたまること
があります。しかし、そのストレスを解消す
るために叱られるのでは、子どもはいい迷惑。
もっと自分の気持ちを夫や友人に伝えたり、
ときには子どもを預けて外出するなど、自分
にあったストレス解消法を見つけましょう。

【問い合わせ】健康センター
電話（８７４）３３００／有線 ４４５５

☆実施日　　毎週月曜日
☆時　間　　９時30分～11時 30分

日 内　　容 場所

５日

12 日

19 日

26 日

はじめましての会

友だちになろう

読み聞かせ

体を動かして遊ぼう

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

※申込不要。自由に参加できます。

わいわい広場だより

「わいわい広場」さくらっこ「わいわい広場」さくらっこ
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井川短歌会詠草

こ
の
春
の
作
業
計
画
立
て
お
れ
ば
時
な
ら
ぬ
雪
今
朝
は
降
り
た
り 

斎
藤
冨
美
男

恙つ
つ
がな
く
傘
寿
を
迎
え
る
妻
な
れ
ば
町
の
敬
老
祝
を
畏
か
し
こま
り
受
く　

 

鈴
木　

鉱
造

会
館
に
集
う
会
に
も
行
か
ぬ
我
友
に
誘
わ
れ
久
に
た
の
し
む 

工
藤　

美
穂

亡
き
夫
の
剪
定
し
た
る
大
椿
に
番
つ
が
いの
山
鳥
来
て
遊
び
お
り 

小
林　

タ
ミ

目
覚
む
れ
ば
外
は
久
々
の
銀
世
界
夫
は
素
早
く
孫
の
道
作
る 

渡
辺　

京
子

春
め
く
日
土
手
に
生
え
立
つ
猫
や
な
ぎ
殻
を
裂
き
つ
つ
花
を
の
ぞ
か
す 

伊
藤
千
代
美

冬
の
間ま

に
汚
れ
し
玻は

り

ど
璃
戸
拭
き
た
れ
ば
藍
の
森
山
く
き
や
か
に
見
ゆ 

遠
藤
惠
美
子

身し
ん

体た
い
の
ど
こ
も
痛
み
は
な
け
れ
ど
も
ベ
ジ
タ
ブ
ル
を
食
し
パ
ワ
ー
を
も
ら
う 

鈴
木
ヒ
ロ
子

湯
の
里
の
川
辺
に
見
ゆ
る
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
膨
み
初
む
る
雪
解
け
水
に 

児
玉
千
代
子

発
つ
雁
に
惜
別
あ
る
や
夕
暮
を
啼
き
ゆ
く
声
は
哀
し
く
聞
こ
ゆ 

伊
藤
ミ
ヤ
子

杉
の
木
に
雨
宿
り
し
て
眺
む
れ
ば
雲
は
北
か
ら
峰
に
流
る
る　

 

す
ず
き
い
さ
む

伊藤  圭亮さん（宇治木）伊藤  健斗さん（今戸）

石井  湧人さん（さくら）

卒業式や葬式、結婚式などのセレモニーに花は一般的
に使われます。

文化が異なれば、花は異なる意味をもちます。

青いバラは自然には咲きませんので、昔は白いバラを
染めて作られました。

2004年に、オーストラリアの会社とサントリーが遺伝
子を組み替え、青いバラを作りました。

青いバラには不可能を可能にするという意味があると
考える人もいます。

あなたはどう考えますか？

James: 
ジェームス：すみません。花を適当に包んでいただけませんか？
Store clerk:

店員：はい。ガールフレンドにあげるんですか？赤
か、ピンクがいいかと･･･
James:
ジェームス：いや、とんでもない！花は入院中の友達のた
めにあげるんだよ。
Store clerk: 

店員：それなら、黄色いバラはどうですか？これは、友
情と献身を表しますので。
James: 
ジェームス：いいね。花を選んでくれてありがとう。

The language of fl owers
花言葉
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秋 田 西 高 校
卓 球  部

伊 藤 美 香さん（３年・街道）

みんなのひろば

図書カードが当たる

◆今月の問題

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢
を記入してください。

◆あて先
〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場 総務課 広報担当まで

◆しめきり
４月20日（火）当日消印有効

広報クイズ　No.224

６日（火）

７日（水）

８日（木）

18日（日）

26日（月）

29日（木）

の４月

今月の１枚

231

鈴
木　

月つ
く
は晴
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

こどもセンター
卒園ドリームツアー

「つくは」という名前は

大惺おにいちゃんが考えました。

顔はパパ似で性格はママ似です。

ばあばのおんぶが大好きです。

我が家の "つっこみ役 "としての

成長を楽しみにしています。
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※
広　

報　

い　

か　

わ　

№
６
４
１　
　

※
編
集
・
発
行
／
井
川
町
役
場
総
務
課　

〒
０
１
８
|
１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
|
１　

☎
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

■お誕生おめでとう

宮下　早
さなえ

苗（直樹、晴美）

若狹　 蕗
ふき

（善友、弘子）

鈴木　侑
ゆうま

真（ 正 ・美穂）

斎藤　李
り る

瑠（智巳・めぐみ）

安田　希
の ん

音（雅人・美雪）

（４月からの出生数　30 人）

■ご結婚おめでとう

♡千葉　裕徳（秋田市）伊藤沙央里（今　戸）

♡古戸　裕也（潟上市）石川由美子（街　道）

■お悔やみ申し上げます

渡部　文雄 （78 歳・小　泉）

二田　キヱ （85 歳・大　台）

櫻庭ヒサ子 （80 歳・新屋敷）

齋藤惣一郎　（84 歳・仲　台）

佐藤タケノ （91 歳・羽　立）

藤田　實　　（80 歳・新屋敷）

慶 弔

人口などの動き
（３月１日現在）

人　口　男　2,652 人（－ 23）
女　2,991 人（－ 35 ）
計　5,643 人（－ 58）

世帯数　　　1,782 戸（－ １）
（　）内は前年同月との比較

善 意
■地域福祉基金・ふるさとづくり基金へ

・小泉町内の渡部文隆さんより、亡父
文雄さんの香典返しとして

・新屋敷町内の櫻庭雄一さんより、亡母
カネ子さんの香典返しとして

・小今戸町内の伊藤金市さんより、亡母
キサさんの香典返しとして

・ふるさとづくり基金へ１件の寄付
がありました

“ありがとうございました”

だより
（2/21～３/20届出）

さくらまつり
ミスさくらさんと一枚

入園式
お手て～つ～ないで♪

小学校下にて
みんな元気！サーカス的な人も

こども大会
優勝チームのみなさん

全町婦人のつどい
見事な仮装です

身体測定
ハーイあごひいてー

ど 大会 小学校下にて

全町婦人のつどい 身体測定

主な出来事
全般・礼宮さま紀子さま結婚の儀
　　・日本人初の宇宙飛行士秋山豊寛さん
　　【話題・流行】ティラミス、アッシーくん

井川　・「首都圏ふるさと井川会」発足
　　　・公共下水道供用開始（今戸、小今戸）
　　　・定住促進センター「国花苑」浴室完成

懐かしの広報写真
あのころ私は ･･･　

　第15回　平成２年度

▼
卒
業
式
の
取
材
で
は
、
毎

年
あ
ま
り
関
係
な
い
の
に
会

場
の
隅
で
一
人
感
動
を
か
み

し
め
て
い
る
、
そ
ん
な
私
も

こ
の
号
の
発
行
を
も
っ
て
広

報
担
当
を
卒
業
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
▼
締
め
切
り

間
際
に
な
っ
て
も
原
稿
は
真
っ
白
、顔
は
真
っ

青
。
肝
心
の
内
容
も
お
知
ら
せ
や
出
来
事
の

記
録
に
終
始
し
、
踏
み
込
ん
だ
記
事
が
書
け

ず
に
、
反
省
の
毎
日
で
し
た
。
▼
取
材
時
に

声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
ハ
ガ
キ
に
嬉
し

い
言
葉
が
あ
っ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声

が
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
▼
必
要
な
情
報

を
得
る
だ
け
で
は
な
く
、
読
ん
だ
人
が
少
し

で
も
や
さ
し
く
和
や
か
な
気
持
ち
に
な
れ
る
、

そ
ん
な
「
広
報
い
か
わ
」
で
あ
れ
ば
い
い
と

願
い
ま
す
。 

ひ

施設の利用状況（２月）
(　　) 内は４月からの累計 

■町内無料巡回バス… 3,076 人 （ 25,736 人）
■環境改善センター…… 654 人 （ 8,957 人）
■歴史民俗資料館………… 0 人 （ 64 人）
■町民体育館………… 1,208 人 （ 13,692 人）
■町民武道館…………… 534 人 （ 6,923 人）
■町営野球場…………… － 人 （ 4,680 人）
■スポーツ交流館……… 746 人 （ 2,489 人）
■定住促進センター… 1,131 人 （ 14,936 人）
■日本国花苑施設……… － 人 （ 14,093 人）
■老人福祉センター… 1,623 人 （ 17,153 人）
■ごみ処理場…………… 65 ｔ （ 904 ｔ）
■し尿処理場…………… 39 kl （ 624 kl）

編集雑記
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